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（別　表） 

１）位　置　　　利尻町沓形字泉町 
２）名　称　　　あけぼのニュータウン 
３）区画数　　　26区画（うち19区画は賃貸借契約済） 

１）本町に住所を有する者、または有することとなる者 
　　（住宅を新築される方、または他市町村からＵターン、Ｉターン、定年退職後の落ち着 
　　  き先として本町に永住を予定している方などが該当します。） 
２）貸付の日（賃貸借契約締結日）から２年以内に団地に住宅を新築する者 

１）平成19 年10月 １ 日貸付決定し、賃貸借契約締結の予定 
　　（同一区画に２人以上の申込みがあった場合は抽選となります） 
２）賃貸借契約締結後は直ちに住宅の着工ができます 

産業建設課（10163－84－2345）へお問い合わせください。 

　「あけぼのニュータウン貸付申込書」が役場産業建設課または仙法志支所にありますので、 

希望される方は、貸付申込書を 平成19年９月30日（日）までに提出してください。 

　利尻町では、町民の定着と町外からの転入を促し、過疎化の防止と活性化を
図るため、次の要領により住宅新築希望者に宅地の貸付をいたします。 
　なお、国の補助事業により造成したため土地は分譲できませんが、半永久的
に貸付いたします。 
　また、道路（舗装）、排水、下水道施設を完備しております。 

団地の位置及び名称・区画数 

あなたの「やすらぎ」と「ぬくもり」のある 
マイホームづくりを利尻町が応援します 

あなたの「やすらぎ」と「ぬくもり」のある 
マイホームづくりを利尻町が応援します 

「あけぼのニュータウン」貸付募集 「あけぼのニュータウン」貸付募集 
利尻町定住促進団地 

年間賃貸料・区画面積・配置図 

貸付の条件等 

貸付方法 

貸付申込方法及び受付期間 

申込み・お問い合わせ先 
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別 表  

年間賃貸料・区画面積 
 

宅 地 
番 号 

 年 間 賃 貸 料 
円 

宅 地 
番 号 

年間 賃 貸 料 
円 

 １  
２９４．８４  
（８９．３５坪）   契  約  済 １４  

３００．００  
（９０．９０坪）  ４５ ， ００ ０ 

 ２  
３５８．０９  

（１０８．５１坪 ）   契  約  済 １５  
２９３．７５  
（８９．０２坪）  契  約  済 

 ３  
２９４．３０  
（８９．１８坪）   契  約  済 １６  

２８５．０３  
（８６．３７坪）  契  約  済 

 ４  
３０８．００  
（９３．３３坪）   契  約  済 １７  

２９７．５０  
（９０．１５坪）  契  約  済 

 ５  
２９７．００  
（９０．００坪）   契  約  済 １８  

２９１．２５  
（８８．２６坪）  契  約  済 

 ６  
２６９．７７  
（８１．７５坪）   契  約  済 １９  

３１５．００  
（９５．４５坪）  契  約  済 

 ７  
２９０．８７  
（８８．１４坪）   契  約  済 ２０  

３０８．７５  
（９３．５６坪）  契  約  済 

 ８  
２８９．７５  
（８７．８０坪）  契  約  済  ２１  

３７１．０６  
（１１２．４４坪）  契  約  済 

 ９  
２９９．２３  
（９０．６８坪）  ４４ ,８ ９ ０ ２２  

３４３．７５  
（１０４．１６坪）  契  約  済 

１０  
３００．００  
（９０．９０坪）  ４５ ,０ ０ ０ ２３  

３４１．８１  
（１０３．５８坪）  ５１ ,２ ８ ０ 

１１  
３１５．４０  
（９５．５７坪）  ４７ ,３ １ ０ ２４  

３４５．２６  
（１０４．６２坪）  契  約  済 

１２  
３０４．５０  
（９２．２７坪）  契  約  済  ２５  

３００．００  
（９０．９０坪）  ４５ ,０ ０ ０ 

１３  
３１３．０５  
（９４．８６坪）  契  約  済  ２６  

３００．００  
（９０．９０坪）  ４５ ,０ ０ ０ 

面　積　㎡（坪） 面　積　㎡（坪） 

配　置　図 



4

平成19年度 のご案内 敬老会 のご案内 敬老会 

本年の敬老会を次の日程により開催します 

◎日　時 
◎会　場 
◎対　象 

平成19年9月11日（火）11：30から 
利尻町交流促進施設「どんと」 
昭和8年4月1日までに生まれた方 
（利尻町在住で75歳到達後、最初の年度末を迎える方以上） 
対象の方には、保健福祉課福祉係よりご案内いたします。 

★支 給 日　　利尻町敬老会において支給 
 

★支給内容　　77歳（喜寿）　　　20,000円 

　　　　　　　88歳（米寿）　　　30,000円 

　　　　　　　百　歳　　　　　　 50,000円 

　　　　　　　80歳到達夫婦　　　20,000円 

　　　　　　　90歳到達夫婦　　　20,000円 

　　　　　　　百歳到達夫婦　　　 30,000円 
 

★対 象 者　　毎年住民基本台帳９月１日を基準とし、年齢は当該年度末までにその年齢 

　　　　　　　に達する者。 

　　　　　　　対象者で利尻町敬老会を欠席される方については、後日支給いたします。 

　　　　　　　対象の方については、保健福祉課福祉係よりご案内いたします。 

本年度の長寿祝い金を次の日程により支給いたします 

平成19年度 利尻町長寿祝い金支給 のご案内 

平成19年度 

平成19年度 利尻町長寿祝い金支給 のご案内 平成19年度 利尻町長寿祝い金支給 のご案内 
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利尻町国民健康保険に加入の皆様へ 

　現在、利尻町国民健康保険に加入している75歳以上の方及び65歳以上75歳未満で一定の障害のある

方は、平成20年4月から、新しく創設される「後期高齢者医療制度」に移ることとなります。そのため、

現在使用している利尻町国民健康保険の被保険者証は有効期限が平成20年4月30日までとなっていますが、

平成20年3月末に「後期高齢者医療制度」の被保険者証に切り替えることになります。また、平成20年

4月2日以降に75歳になる方については、75歳になった時から「後期高齢者医療制度」の被保険者とな

りますので、75歳になった時に「後期高齢者医療制度」の被保険者証に切り替えることになります。 

　現在、75歳以上の方及び65歳以上75歳未満で一定の障害のある方は、国民健康保険の被保険者証と

老人保健法による医療受給者証の２枚が交付されていますが、「後期高齢者医療制度」では被保険者証は1

枚となります。 

　ただし、年金から引き落としができない場合は窓口納付となります。 

　65歳以上75歳未満の利尻町国民健康保険に加入している方の世帯の保険税も年金から引き落としによ

る納付となります。（ただし、世帯内に65歳未満の方がいる世帯や年金から引き落としができない世帯は

今までと同じ納付方法となります。） 

　なお、詳細については制度が確定次第、再度お知らせします。 

保険料は個別に算定され、年金より引き落とされます 

★65歳以上75歳未満の方の保険税の納付は、年金から引き落としとなります。 

　国民健康保険制度は、被保険者の方の国民健康保険税をもとに被保険者の病気、負傷、出産又は死亡に

関して必要な保険給付を行う制度で、地域住民がお互いの助け合いにより成り立っています。利尻町国民

健康保険はその年に見込まれる医療費や被保険者の方の所得状況等を考慮し、適切な課税に努めています

ので、ご理解をお願いします。 

★利尻町国民健康保険税の税率と納期 

詳しくは役場保健福祉課保健係までお問合せください。 

★平成20年4月より後期高齢者医療制度がスタートします。 

被保険者証は一人1枚となります 

平成19年度の税率 
所　　　　得　　　　割　100分の8. 25（100分の8. 90） 

資　　　　産　　　　割　100分の60（100分の60） 

被 保 険 者 均 等 割 額　被保険者1人について33,000円（29,000円） 

世 帯 別 平 等 割 額　1世帯について 33,000円（30,000円） 

※（　）内は平成18年度税率（額） 

平成19年度の納期 
第1期 

第2期 

第3期 

第4期 

第5期 

第6期 

第7期 

第8期 

11月1日から同月30日まで 

12月1日から同月31日まで 

1月1日から同月31日まで 

2月1日から同月28日まで 

7月1日から同月31日まで 

8月1日から同月31日まで 

9月1日から同月30日まで 

10月1日から同月31日まで 
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「北海道苦情審査委員制度」 
　　　　　　　　　　のご利用を 

詳しくは法務局又は役場戸籍窓口にお尋ね下さい。 
稚内市末広5丁目6番1号 旭川地方法務局稚内支局　TEL：0162－33－1122

◎届出の原則 
　父母離婚後300日以内に生まれた
子は、民法第772条により前夫の子と
推定されるため、前夫を父とする嫡出
子出生届出をしなければならない。 

◎5月21日以後の届出 
　一定の様式による医師の作成した
証明書を提出することにより、前夫を
父としない非嫡出子出生届（母が再婚
している場合には、後夫を父とする嫡
出子出生届）をすることができる。 

　道の仕事に関して、皆さん自身の利害にかかわ 
る苦情は、「苦情審査委員」に申し立てて下さい。 
　簡易な手続きで、苦情審査委員が中立的な立場 
から、道の業務や制度の内容を調査するなど苦情 
の解決に向けて、迅速に処理します。なお、個人 
情報の保護には十分配慮します。 

連絡先 
■北海道知事政策部知事室道政相談センター 
　〒060－8588 札幌市中央区北3条西6丁目 
　TEL：011－204－5022（直通） 
　FAX：011－241－8181 
　Ｅ-mail :kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp 
　・各支庁地域振興部総務課道政相談室 

◎苦情の窓口は、道庁の「道政相談センター」のほか、 
　各支庁の「道政相談室」です。 
◎苦情の申立て方法は、所定の「苦情申立書」により、 
　郵送、ファックス、メールでも申立てができます。 
◎制度の概要と苦情申立書をセットにしたリーフレ 
　ットを用意しております。苦情の窓口へ連絡して 
　ください。 
◎道のホームページでも苦情審査委員制度をお知ら 
　せしています。トップページの相談窓口→道政一 
　般からご覧ください。 
　（http: //www.pref.hokkaido.lg.jp/menu.html） 

●終戦後、海外から引き揚げてこられた方が、上陸港（地） 
　の税関、海運局に預けられた通貨・証券など 

●海外の集結地において領事館などに預けられた通貨・ 
　証券などのうち日本に送り返されたもの 

　返還の申し出は、ご本人ばかりではなく、ご家族の方でも結 
構です。お心当たりの方は、上陸港（地）を所轄する税関または 
最寄りの税関へお問い合せ下さい。 

　平成19年5月21日から、婚姻の解消又は取消し（離婚）後300日以内に生まれた子のうち、婚姻の解消 
又は取消し（離婚）後の懐胎であることを医師の作成した証明書により証明することができる事案につい 
ては、次のとおり出生の届出をすることができます。 

～終戦当時の引揚者の方々へ～ 
通貨・証券などをお返ししています 

お問い合せ先 

稚内税関支署 
〒097－0001 
稚内市末広5丁目6番1号 
　　　　稚内地方合同庁舎 
TEL：0162－33－1075

婚姻の解消又は取消し（離婚）後300日以内に 
生まれた子の出生届出の取扱いについて 
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お問い合せ 
¡ 

作品の提出先 

稚内開発建設部  管理課企画係 
　稚内市末広5丁目6－1　稚内地方合同庁舎 
　TEL：0162－33－1000　内線：2345

稚内土木現業所  利尻出張所 
　利尻郡利尻町沓形字泉町 
　TEL：0163－84－2008

①部門（低学年の部及び高学年の部）事に優秀作品 
　1点と佳作（数点）を選定し、表彰します。 
②入選者には、賞状及び副賞を贈呈します。また、 
　応募者全員に記念品を進呈します。 

①用紙は4つ切り（38㎝×54㎝）または8つ切り 
　（27㎝×38㎝） 
②用紙、画材は問いませんが立体的なもの（浮き 
　出す絵本、糊などを使用して貼り付けたもの）は 
　除きます。 

38㎝ 

27㎝ 

54㎝ 

38㎝ 

8つ切り 

4つ切り 

「緊急地震速報」について 
　「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地
震を検知し、直ちに震源や地震の規模（マグ
ニチュード）などを推定し、大きな揺れが迫っ
ていることをお知らせすることを目指す情報
です。この情報を聞いて、大きな揺れが始ま
る前に防災行動をとることにより、地震被害
の軽減が期待されます。 
　しかし、緊急地震速報には、情報の提供か
ら大きな揺れが始まるまで、長い場合でも数
十秒程度であり、震源に近いところでは、情報
の提供が主要動の到達に間に合わない場合
があるなどの技術的な限界があります。 
　気象庁では、緊急地震速報の提供に伴う事
故や混乱を防止しつつ、地震による被害を少
しでも軽減するため、平成18年8月1日から混
乱なく利用できる分野への先行的な提供を
開始しました。 
　また、平成19年9月頃にはテレビ・ラジオな
どによる放送を含め、広く国民の方への提供
を開始する予定にしています。緊急地震速報

を有効に活用し、身の安全を守っていただく
ためには、情報を受けたときにどのように行
動すれば良いかという「緊急地震速報の利用
の心得」を理解していただくことが重要です。 
　気象庁では、関係機関の協力も得て、「緊急
地震速報の利用の心得」 
の周知・広報を推進しています。なお、緊急地
震速報のしくみなどに 
ついては、気象庁ホームページ 
（http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq / 
　  　　　　　EEW/kaisetsu/index.html） 
　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。 
【お問い合せ先】 
　稚内地方気象台防災業務課 
　TEL0162-23-2679

小学生が描いた「道路の絵」コンクールinSOYA

作品募集中です。 作品募集中です。 作品募集中です。 平成19年8月23日（木） 
¡締切日¡

 

表彰及び記念品 

作品の大きさ  
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自衛官募集 自衛官募集 

【受　付　期　間】　平成19年8月8日（水）～8月22日（水） 
【第１次試験日】　平成19年9月16日（日） 
【第１次試験地】　稚内、旭川、札幌等計14ヶ所 
【第１次合格発表】　平成19年9月下旬 
【第２次試験日】　平成19年10月下旬～11月上旬 
【第２次試験地】　札幌、函館、旭川、釧路、北見　計5会場 
【最終合格発表】　平成19年12月上旬 
【採 用 予 定 日】　平成20年4月以降 
【受　験　資　格】　【Ａ区分】学校教育法による大学（短期大学を除く。）等を卒業した者 
　　　　　　　　　　　　　　（平成20年3月卒業見込者を含む。） 
　　　　　　　　　　【Ｂ区分】Ａ区分以外の者 
【年　　　　　齢】　【Ａ区分】昭和52年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた者 
　　　　　　　　　　【Ｂ区分】昭和52年4月2日から平成2年4月1日までに生まれた者 
　　※詳細につきましては、稚内警察署、各駐在所にお問合せください。 
　　¡稚内警察署警務課  10162－24－0110　¡沓形駐在所  10163－84－2110

採　用　種　目 受付期間 試　　験　　日 受 験 資 格  

２等陸・海・空士 

一 般 曹 候 補 学 生 

航　　空　　学　　生 

自　衛　隊　生　徒 

その他の採用種目：看護学生、防衛大学校学生、防衛医科大学校学生 

※その仕事は、国の防衛・国民の暮らしを守る（災害派遣・救助など）・国際協力（国際救援活動、 
　国際平和協力業務など） 

男子 

女子 

随　　時 

随　　時 

8／1～9／7

① 
② 
③ 
④ 

  9／ 2・3 
  9／16～26 
11／ 2・3 
12／ 2・3

（内1日を選択） 
（内1日を選択） 
（内1日を選択） 
（内1日を選択） 

9／24・25（内1日を選択） 

9／17（一次） 

8／1～9／8 9／23（一次） 

11／1～1／8 1／12（一次） 

18歳以上 
27歳未満の者 

18歳以上 
27歳未満の者 

18歳以上 
21歳未満の者 

防衛省では、平成20年3月入隊の陸上・ 
海上・航空自衛官の採用試験を行います。 

【お問合せ】自衛隊稚内募集事務所（10162-23-2721）・役場総務課総務係（10163-84-2345）  

15歳以上17歳未 
満の中学校卒業 
者の男子　　　 

のご案内 のご案内 



１一般被保険者の区分が変わります 
　　¡短時間労働被保険者（週所定労働時間20時間以上30時間未満）とそれ以外の被保険者（週 
　　　所定労働時間30時間以上）の被保険者区分をなくし、週所定労働時間20時間以上に一本 
　　　化されます。 

２受給資格要件が変わります 
　　¡基本手当の受給資格要件について、原則として、12箇月以上（各月11日以上）の被保険 
　　　者期間が必要となります。ただし、倒産・解雇等により離職された方は、6箇月以上（各 
　　　月11日以上）であれば受給資格を取得できます。 

３育児休業給付の支給率が暫定的に50％に引き上げられます 
　　¡平成19年4月1日以降に職場復帰された方から平成22年3月31日までに育児休業を開始さ 
　　　れた方について、職場復帰給付金の支給額の引き上げにより、給付率を休業前賃金の40％ 
　　　から50％に引き上げられます。 
　　¡育児休業基本給付金の支給を受けた期間について、基本手当の所定給付日数に係る算定 
　　　基礎期間から除外されます。 

４教育訓練給付の要件及び支給内容が変わります 
　　¡支給額が教育訓練受講経費の20％（上限額10万円）に 
　　　統一されます。また当分の間、初回に限り、被保険者 
　　　期間が1年以上あれば、教育訓練給付金の支給を受け 
　　　ることができます。 

５特例一時金の給付水準が変わります 
　　¡特例一時金の給付水準が、当分の間、基本手当日額の 
　　　40日相当分となります。受給資格要件（6箇月以上の被 
　　　保険者期間が必要）は、変更ありません。 

　7月8日に交通事故死ゼロ1500日を達成し 
た本町に対し、北海道知事から感謝状と北海道 
交通安全推進委員会から賞状が贈られました。 

　永年にわたり国勢調査員として周到綿密な調 
査が高く評価され、藍綬褒章を受章されました。 

交通事故死ゼロ 

1500日達成！ 

雇用保険法改正のお知らせ！ 

詳しくは、北海道労働局職業安定部又はハローワーク（公共職業安定所）に 
お問い合せ下さい。 

9

斉藤政一  氏 

藍綬褒章受賞 
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　仙法志・沓形両地区のお祭りが終わり、養殖昆布漁やウニ 

漁等、夏漁が最盛期を迎え浜も活気づいてきました。 

　今年の養殖昆布漁は、天候に恵まれ順調に引き上げ・乾燥 

作業が終了しました。今後の天然昆布漁やウニ漁が期待され 

ますが、健康には十分注意してください。 

豪華客船沓形港に入港 豪華客船沓形港に入港 豪華客船沓形港に入港 
　豪華客船「にっぽん丸」が今年も沓形港に入港接岸しました。乗客の皆さんは初夏の利尻島観光を満喫、出港 

の際には沓形中学校吹奏楽部と一般町民による吹奏楽演奏が行われ、「島を愛する」などが披露。 

大勢の町民に見送られ、次の寄港地に向け出港しました。 

～夏漁本番～ 日本一の利尻昆布・ウニ！ ～夏漁本番～ 日本一の利尻昆布・ウニ！ 

6
19



11

　仙法志神社後祭りの6月22日に子ども相撲「仙法志神社場所」が開催されました。当日は、小雨模様の天候の 
ため、急遽会場を小学校体育館に変更しましたが、保育所の豆力士から中学生力士までの取り組み、弓取り式な 
ど予定どおり行われ、好取り組みでは、父母や地域の方々の応援にも熱が入るなど、声援や笑いなど 
終始楽しい雰囲気の中で子ども相撲「仙法志神社場所」が行われました。 

6
22

7
12･13

　第30回利礼救難所合同訓練大会が、６月18日仙法志漁港を会場に実施されました。訓練は、所員や見物客の 
見守る中、各救難所の代表が遠方の目標物に救命索発射、ゴムボート漕法訓練等で正確さやスピード等技術を 
競い合いました。 

　日本インド文化協定50 

周年を記念して、日本各 

地で開催されている仮面 

舞踊が、利尻町でも小学 

校や交流促進施設どんと 

で開催され、子どもたち 

や多くの町民がインドの 

異文化を味わいました。 

子ども相撲「仙法志神社場所」開催 

インドの仮面舞踊鑑賞 インドの仮面舞踊鑑賞 インドの仮面舞踊鑑賞 ケライセラ 仮面舞踊公演 

6
18「利礼救難所合同訓練大会」　 

子ども相撲「仙法志神社場所」開催 子ども相撲「仙法志神社場所」開催 

救難技術・知識を錬磨 救難技術・知識を錬磨 救難技術・知識を錬磨 
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病
院
病
院
の
受
付
受
付
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
で
す
か
？
 い
る
方
は
、
番
号
札
を
と
っ
て
お
 

待
ち
頂
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

予
約
の
時
間
ま
で
に
受
付
カ
ウ
ン
 

タ
ー
で
予
約
券
を
提
出
し
て
く
だ
 

さ
い
。
予
約
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
 

と
は
、
診
察
の
時
に
担
当
医
師
ま
 

た
は
看
護
師
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
 

い
。
ま
た
、
予
約
時
間
よ
り
早
く
 

来
院
さ
れ
た
場
合
で
も
混
み
具
合
 

に
よ
っ
て
は
診
察
が
早
く
な
り
ま
 

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
 

 
【
待
ち
時
間
な
ど
に
つ
い
て
】
 

　
当
院
で
は
、
皆
さ
ん
が
な
る
べ
 

く
早
く
診
察
で
き
る
よ
う
心
が
け
 

て
お
り
ま
す
が
、
診
察
の
状
況
や
 

救
急
患
者
の
発
生
で
ど
う
し
て
も
 

お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

　
も
し
そ
れ
以
外
で
長
い
間
待
た
 

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
遠
慮
な
く
 

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
【
眼
科
の
電
話
予
約
に
つ
い
て
】
 

　
現
在
、
当
院
で
は
月
に
一
度
眼
 

科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
医
師
は
 

稚
内
か
ら
の
日
帰
り
で
す
の
で
診
 

察
で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
て
き
ま
 

す
。
そ
の
為
、
電
話
に
よ
る
受
付
 

　
今
回
は
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
 

の
受
付
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
【
通
常
の
受
付
に
つ
い
て
】
 

　
現
在
は
午
前
八
時
と
正
午
か
ら
 

窓
口
に
受
付
用
の
番
号
札
（
黄
色
 

い
番
号
札
）
を
お
い
て
い
ま
す
。
 

受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
〜
 

十
一
時
と
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
 

で
で
す
の
で
、
若
い
方
の
番
号
札
 

を
と
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
 

　
順
番
に
番
号
を
お
呼
び
い
た
し
 

ま
す
。
呼
ば
れ
た
ら
、
診
察
券
を
 

提
示
し
て
、
月
の
最
初
の
受
診
の
 

時
や
保
険
が
か
わ
っ
た
時
な
ど
は
 

保
険
証
と
各
種
医
療
券
（
老
健
、
 

乳
幼
児
な
ど
）
を
受
付
職
員
に
見
 

せ
て
く
だ
さ
い
。
受
付
後
は
診
察
 

や
血
圧
測
定
な
ど
、
順
次
看
護
師
 

が
お
呼
び
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
 

で
お
待
ち
に
な
っ
て
い
て
く
だ
さ
 

い
。
 

 

を
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
に
 

な
る
と
予
約
の
電
話
が
殺
到
し
、
 

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
 

あ
っ
て
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
 

か
け
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
 

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
【
皆
さ
ん
の
声
を
 

　
　
　
　
　
待
っ
て
い
ま
す
】
 

　
一
階
薬
局
カ
ウ
ン
タ
ー
、
二
階
 

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
 

皆
様
の
声
を
届
け
る
箱
を
用
意
し
 

ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
 

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
是
非
皆
さ
ん
 

の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ
 

の
内
容
や
対
応
状
況
は
、
掲
示
板
 

に
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

 
【
カ
ル
テ（
診
療
記
録
）を
 

　
　
　
新
し
く
し
ま
し
た
！
】
 

　
皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
カ
ル
 

テ
（
診
療
記
録
）
と
は
、
医
師
が
 

診
療
内
容
を
記
録
す
る
も
の
で
、
 

患
者
さ
ん
の
病
状
や
処
置
し
た
内
 

容
・
傷
病
の
経
過
、
処
方
し
た
薬
 

な
ど
を
記
録
し
て
お
く
も
の
で
、
 

今
ま
で
は
一
診
療
科
ご
と
に
患
者
 

様
一
人
一
冊
ず
つ
カ
ル
テ
が
あ
り
 

ま
し
た
。
 

　
今
回
、
当
院
で
は
カ
ル
テ
を
新
 

し
く
し
ま
し
た
。
複
数
の
診
療
科
 

分
を
一
冊
に
ま
と
め
、
検
査
や
薬
 

の
組
合
せ
な
ど
一
度
に
確
認
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
 

伴
い
、
受
付
か
ら
会
計
ま
で
の
流
 

れ
に
若
干
の
変
更
を
行
い
、
な
る
 

べ
く
早
く
診
察
、
会
計
が
で
き
る
 

よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
 

ま
だ
少
々
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
理
解
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

具
合
が
悪
い
と
き
な
ど
は
 

　
　
遠
慮
な
く
病
院
へ
 

　
　
　
　
　
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
も
し
、
お
待
ち
に
な
っ
て
い
る
 

間
に
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
遠
 

慮
な
く
近
く
の
職
員
に
お
申
し
出
 

く
だ
さ
い
。
な
お
、
や
む
を
得
な
 

い
事
情
が
あ
っ
て
受
付
時
間
に
間
 

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
 

も
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
【
時
間
外
や
休
日
の
 

　
　
　
　
　
受
付
に
つ
い
て
】
 

　
時
間
外
や
休
み
の
日
だ
か
ら
と
 

い
っ
て
、
具
合
が
悪
い
の
を
無
理
 

し
て
我
慢
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

病
気
や
症
状
に
よ
っ
て
は
見
た
目
 

よ
り
も
重
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
ん
な
と
き
は
、
ま
ず
病
院
へ
 

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
二
十
四
時
 

間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
【
予
約
さ
れ
て
い
る
方
の
 

　
　
　
　
　
受
付
に
つ
い
て
】
 

　
現
在
当
院
で
は
予
約
外
来
も
い
 

た
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
さ
れ
て
 

Vol.11

病
院
病
院
の
受
付
受
付
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
で
す
か
？
 

病
院
の
受
付
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
で
す
か
？
 

ホスピタル・コラム 

利
尻
島
国
保
中
央
病
院
 

　
　
　
　
　
　
事
務
局
総
務
係
長
 

―
病
院
の
受
付
に
つ
い
て
―
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一
九
世
紀
初
め
に
日
本
に
通
商
 

・
開
国
を
求
め
て
き
た
ロ
シ
ア
。
 

こ
れ
に
対
し
鎖
国
を
理
由
に
か
た
 

く
な
に
拒
み
続
け
て
き
た
幕
府
。
 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
九
月
、
 

ロ
シ
ア
は
樺
太
の
オ
フ
イ
ト
マ
リ
 

（
大
泊
）
や
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン（
久
 

春
古
丹
）
を
襲
撃
。
翌
四
年
に
は
 

北
海
道
東
海
岸
の
択
捉
島
、
利
尻
 

島
を
襲
撃
し
、
物
資
を
奪
い
建
物
 

を
焼
き
払
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
対
抗
し
て
幕
府
は
文
化
 

四
年
に
津
軽
、
南
部
、
秋
田
、
庄
 

内
の
四
藩
約
三
千
名
を
蝦
夷
地
に
 

出
兵
。
翌
五
年
に
は
仙
台
藩
二
千
 

人
で
箱
館
、
国
後
、
択
捉
、
会
津
 

藩
千
五
百
人
で
樺
太
、
宗
谷
、
利
 

尻
島
を
警
備
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
会
津
藩
が
蝦
夷
地
・
利
尻
島
を
 

警
固
し
て
か
ら
平
成
二
〇
年
（
二
 

〇
〇
八
）
が
二
百
周
年
。
記
念
す
 

べ
き
年
に
む
け
て
会
津
若
松
市
か
 

ら
記
念
事
業
情
報
検
討
案
が
届
き
 

始
め
ま
し
た
。
利
尻
町
で
は
大
正
 

時
代
か
ら
藩
士
の
供
養
が
行
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
今
年
は
八
月
三
〇
日
 

午
後
一
時
半
か
ら
利
尻
郷
土
史
研
 

究
会
が
執
行
。
二
百
周
年
に
む
け
 

て
会
津
藩
士
の
墓
に
集
ま
り
近
世
 

史
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

佐々木　珠那 
沓形字富野　　父：優太　母：いずみ 

ちゃん（4さい） 

● 

会
津
藩
蝦
夷
地
警
固
二
〇
〇
周
年 

いつもおしゃべりで元気なじゅな♪ 
体が小さくても大きな心を持った 
お姉さんを目指してね♪♪ 

な じゅ 

会津藩士供養祭　大正15年（1926年）7月 
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白
浪
五
人
男
で
仮
装
し
よ
う
 

 
第
二
回
目
の
学
校
祭
。
高
校
三
 

年
生
で
し
た
。
仮
装
で
何
を
し
よ
 

う
か
と
考
え
た
の
。
そ
れ
は
昭
和
 

三
四
年
九
月
、
高
校
委
沈
潜
の
時
 

の
第
一
回
学
校
祭
の
仮
装
行
列
は
 

七
人
で
「
旅
は
道
づ
れ
」
だ
っ
た
 

の
。
仮
装
行
列
は
町
民
投
票
が
あ
 

っ
て
、
町
を
歩
き
な
が
ら
、
ど
れ
 

が
良
か
っ
た
の
か
投
票
を
町
の
人
 

に
お
願
い
す
る
ん
で
す
。
「
旅
は
 

道
づ
れ
」
は
第
十
位
で
し
た
。
二
 

回
目
の
学
校
祭
の
仮
装
行
列
で
も
 

っ
と
順
位
を
上
げ
て
み
よ
う
、
そ
 

の
た
め
に
は
時
代
の
流
行
を
取
り
 

上
げ
て
、
仮
装
に
手
を
か
け
て
み
 

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
。
 

 
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
「
白
 

浪
五
人
男
」
。
な
ぜ
な
ら
時
代
劇
 

映
画
が
も
の
す
ご
く
流
行
っ
て
い
 

た
こ
と
。
ど
こ
の
家
に
も
テ
レ
ビ
 

っ
て
な
か
っ
た
か
ら
沓
形
劇
場
で
 

白
い
布
を
波
の
形
に
切
っ
て
青
い
 

色
を
塗
っ
た
り
、
紫
色
の
布
で
頭
 

巾
づ
く
り
。
弁
天
小
僧
菊
之
介
の
 

鬘
や
衣
装
は
、
沓
形
の
交
差
点
の
 

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
中
里
薬
局
の
奥
 

さ
ん
が
日
本
舞
踊
し
て
い
た
の
で
、
 

そ
こ
か
ら
借
り
て
き
た
こ
と
。
白
 

波
五
人
男
の
名
前
を
た
す
き
に
書
 

い
て
く
れ
た
の
が
私
の
家
の
利
雄
 

兄
さ
ん
。
白
い
た
す
き
に
墨
で
書
 

く
と
布
に
散
ら
ば
っ
て
目
だ
た
な
 

く
な
る
の
で
、
水
で
洗
っ
て
乾
燥
 

さ
せ
た
布
に
ロ
ウ
を
塗
っ
て
、
そ
 

の
上
に
墨
で
書
い
て
く
れ
た
の
。
 

お
腹
が
す
く
と
飯
田
商
店
で
買
っ
 

て
き
た
パ
ン
を
食
べ
る
の
。
 

  　
こ
う
し
て
み
ん
な
で
作
っ
た
白
 

波
五
人
男
は
町
民
投
票
で
第
二
位
 

で
し
た
。
町
を
歩
く
と
沿
道
の
人
 

が
「
い
い
ぞ
」
っ
て
声
を
か
け
て
 

く
る
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
迎
 

え
て
く
れ
る
の
。
初
め
て
化
粧
し
 

た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
歩
き
な
 

が
ら
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
 

や
緊
張
し
て
顔
が
こ
わ
ば
っ
た
け
 

ど
、
町
の
人
た
ち
か
ら
の
拍
手
と
 

か
け
声
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
準
備
 

し
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
こ
と
、
 歩

く
の
に
も
疲
れ
を
ま
っ
た
く
感
 

じ
な
か
っ
た
こ
と
、
と
て
も
う
れ
 

し
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
思
い
浮
 

か
び
ま
す
。
 

語
り
　
神
田
ユ
キ
子
さ
ん
。
昭
和
 

一
七
年
一
二
月
三
〇
日
、
沓
形
字
 

泉
町
の
志
摩
林
蔵
・
ト
メ
に
生
ま
 

れ
る
。
利
尻
高
等
学
校
第
二
回
生
。
 

採
訪
　
平
成
一
九
年
七
月
五
日
 

（333） 

（207） 

利
尻
の
語
り
 

語
り
　
神
田
ユ
キ
子
さ
ん
 

利
尻
高
等
学
校
五
〇
年
の
 

　
　思
い
と
ま
な
ざ
し（
三
） 

学
校
祭
町
民
投
票
第
二
位
 

 学
校
祭
町
民
投
票
第
二
位
 

 

高
田
幸
吉
・
長
谷
川
一
夫
・
大
川
 

橋
蔵
た
ち
の
時
代
劇
の
映
画
と
な
 

る
と
、
も
の
す
ご
い
入
場
者
だ
っ
 

た
こ
と
。
ポ
ロ
フ
ン
ベ
あ
た
り
か
 

ら
も
映
画
を
見
に
来
て
い
た
の
。
 

時
代
劇
の
映
画
っ
て
い
え
ば
娯
楽
 

の
ひ
と
つ
で
し
た
。
 

 
だ
か
ら
、
仮
装
行
列
で
町
の
人
 

た
ち
の
注
目
を
集
め
る
に
は
時
代
 

劇
・
白
浪
五
人
男
っ
て
な
っ
た
ん
 

で
す
。
そ
し
て
盗
賊
の
岡
っ
引
き
 

に
中
山
あ
や
子
、五
人
の
白
波（
盗
 

賊
）
の
日
本
駄
右
衛
門
が
私
で
、
 

弁
天
小
僧
菊
之
介
は
石
川
祐
子
、
 

南
郷
力
丸
は
永
井
博
子
、
忠
信
利
 

平
は
間
瀬
千
恵
子
、
赤
星
十
三
郎
 

が
石
川
友
江
で
し
た
。
 

 
白
波
五
人
男
っ
て
決
ま
っ
て
か
 

ら
は
利
尻
高
等
学
校
に
行
く
坂
道
 

の
下
町
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
葛
西
 

番
屋
で
準
備
作
業
。
授
業
が
終
わ
 

る
と
そ
こ
に
集
ま
っ
て
衣
装
作
り
。
 

白
波
だ
か
ら
着
物
の
一
番
下
の
と
 

こ
ろ
に
波
の
模
様
を
つ
け
る
の
に
 

前列；中山あや子　後列右から石川祐子・石川友江・永井博子・志摩ユキ子・間瀬千恵子 

利尻高等学校第二回学校祭仮装行列　第二位の白波五人男 

白
浪
五
人
男
で
仮
装
し
よ
う
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８月１日～８月３１日 ８月１日～８月３１日 ８月１日～８月３１日 

択捉・国後・色丹・歯舞 

【返還要求署名コーナーを設置しています】 

ご協力をお願いします！ 

８月１日～８月３１日 

択捉・国後・色丹・歯舞 
意識してください。 

この四島は私たちの島です。 

・利尻町役場庁舎１階　・ホテル利尻 
・交流促進施設どんと　・利尻町立博物館 
・利尻町公民館 
 

【返還要求署名コーナーを設置しています】 

ご協力をお願いします！ 

北方領土返還要求運動強調月間 北方領土返還要求運動強調月間 北方領土返還要求運動強調月間 

消防だより

出動件数　　火災　０件　　救急　68件（平成19年6月30日現在） 

NO.345消防だより
【消さないで　あなたの心の　注意の火】 

大切な命を守るために… 

住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 
新築住宅→平成18年６月１から 
既存住宅→平成20年５月31日までに設置して下さい！ 

を設置しましょう！ 

　住宅火災による死者数が平成15年から 3 年連続1,000人を超えて 
います。建物火災による 9 割が住宅火災を占め、死者の6割以上が 
逃げ遅れによるものです。更に死者の6割が65歳以上の高齢者であ 
り、発生時間は就寝時間に集中しています。今後、高齢化の進展 
と共にさらに死者数の増加が予想されます。このことから、住宅 
火災による死者をなくするために『住宅用火災警報器』の設置が 
義務付けられました。 
 

１．周りに燃えやすいものがないか確認し、安全な場所でする。 
２．子供だけではせず、必ず大人と一諸にする。 
３．風の強い日や空気が乾燥した日は花火をしない。 
４．花火をする前に注意書きを必ず読む。 
５．水の入ったバケツなどを用意し、後片付けをきちんとする。 

どうして住宅用火災警報器が必要なのか？ 

消防署からお願いです　～ルールを守って楽しい花火をしましょう～ 
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【利尻町社会福祉協議会】 

次の方々から愛情銀行に金一封が預託されましたの 
で、紙上を借りてお礼申し上げます。 

【まちの人口】 　２，705人　　世帯数  1,277世帯　　男  1,292人　　女  1,413人　平成19年6月末現在 

●沓形字泉町　　相川シゲ様から、夫　幸吉様の 
　香典返しを廃して 
●仙法志字元村　竹島敏夫様から、妻　ふみ子様 
　の香典返しを廃して 
●沓形字緑町　　米田乙彦様から、母　キワ様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字泉町　　中山敏子様から、夫　弘二様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字種富町　中山ナカ様から、夫　眞吉様の 
　香典返しを廃して 

７月４日　富　野　　杉田　恵愛ちゃん （洋介） 

６月25日　泉　　町　　相川　幸吉さん（88歳） 

７月４日　元　　村　　竹島ふみ子さん（82歳） 

７月６日　緑　　町　　米田　キワさん（89歳） 

７月７日　種 富 町　　中山　眞吉さん（80歳） 

７月７日　新　　湊　　中山　眞二さん（46歳） 

７月８日　泉　　町　　中山　弘二さん（65歳） 

発
行
　
利
尻
町
役
場
　
　
　
　
　
　
　編
集
　
総
務
課
 
1
〇
一
六
三（
八
四
）二
三
四
五
番
 

印
刷
　
㈱
国
　
境
 

は じ め ま し て ！ ベ イ ビ ー 

お く や み も う し あ げ ま す 

め　い 

ゆうひ 

７月８日　泉　町　　東谷　悠妃ちゃん （学洋） 

６月１日　新　湊 
関　　雅枝  さん 
安達　浩幸  さん 

稚内警察署沓形駐在所　10163－84－2110

●8月21日（火）利尻町公民館 
●9月13日（木）利尻島開発総合センター 
●優良講習　午後5時30分より 

更新手続きをした方でなければ受講できません。 

学卒求人はお早めに！ 学卒求人はお早めに！ 
　　ハローワーク稚内（稚内公共職業安定所）では、平成20年 3 月新 
規学校卒業予定者を対象とする求人の申し込みが 6 月20日からとなっ 
ております。 
　　例年、就職を希望する高校生の大多数は管内就職を希望していま 
すが、求人受理開始から 9 月16日の採用選考が開始されるまでの間に管内企業から提出される求 
人が少ないことから、やむなく札幌圏を中心とした道内他地域管外企業に応募するケースが見ら 
れます。 
　　地元に優秀な人材を確保し、地域経済の活性化と企業の発展のためにも、一日も早い採用計 
画の樹立と学卒求人の早期申し込みをお願いいたします。 

～学卒求人のお申込　　　 
　　　　　　　お問い合せは～ 

〒097－8609 
稚内市末広 4 丁目 1 －25 
ハローワーク稚内 

（稚内公共職業安定所） 
 TEL：0162－34－1120

新規学卒予定者採用・選考等期日 

求人受理 

選考開始 

採用内定 

6月20日から 

中学校 

12月1日から 

12月1日から 

6月20日から 

高等学校 

9月16日から 

9月16日から 

3月1日から 

大　学 

10月1日から 
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